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篠原地区歴史同好会／浜風会会報 No.２１ 

平成元年に建てられた愛称標識（    は残す標識） 

1 旧東海道 15 出口道 29 稲荷通り 

2 小沢渡道 16 河岸跡 30 東光寺通り 

3 柏原山 17 きつね山道 31 石神様 

4 茶屋浜道 18 権現山道 32 魚見峠 

5 立場本陣跡 19 志都呂道 33 比丘尼塚 

6 本又浜道 20 魚問屋跡 34 馬郡学校跡 

7 十日観音様 

通り 
21 通学道路 35 山伏塚 

8 一里塚跡 22 西船浜道 36 富士見通り 

9 五郎平浜道 23 飛地はぐくみ 

通り 
37 太佐舟道 

10 元学校跡 24 奥山半僧坊道 38 権十エボ 

11 神屋敷通り 25 坪井土橋 39 殿道 

12 高札所跡 26 坪井中央通り 40 汽船場 

13 三右浜道 27 三番堤防 41 船着き場 

14 公民館通り 28 仲山浜道 42 停車場 

 

最
近
、
史
跡
の
説
明
書
き
看
板
が
、
新
し
く
な
っ
た

こ
と
に
お
気
付
き
で
し
ょ
う
か
。
最
近
愛
称
標
識
を
次

の
よ
う
な
考
え
で
一
新
し
ま
し
た
。 

「
愛
称
標
識
」
は
平
成
元
年
に
自
治
会
連
合

会
の
手
で
、
下
表
の
よ
う
に
篠
原
地
区
の
あ
ち

こ
ち
に
42
本
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
浜
松
市
広

報
課
が
全
自
治
会
連
合
会
に
働
き
か
け
、
浜
松

市
全
域
に
愛
郷
心
向
上
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
し

て
き
た
も
の
で
す
。 

 

し
か
し
な
が
ら
20
年
も
経
つ
と
、
朽
ち
果
て

無
く
な
っ
た
も
の
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。
も
う

所
期
の
目
的
は
達
成
さ
れ
た
と
思

い
ま
す
。 

そ
こ
で
①
歴
史
的
価
値
が
特
に

高
い
も
の
②
伝
説
的
に
面
白
い
も

の
に
集
約
し
て
残
し
、
そ
の
他
は

場
所
的
制
約
も
あ
り
、
廃
棄
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
但
し
現
在
立

っ
て
い
る
も
の
は
、
し
ば
ら
く
そ

の
ま
ま
と
し
、
更
に
見
苦
し
く
な

っ
た
時
点
で
処
分
し
ま
す
。 

一
．
東
海
道
の
史
跡 

① 

立
場
跡 

（
看
板
方
式
） 

② 

一
里
塚
跡
（
看
板
方
式
） 

③ 

高
札
場
跡
（
看
板
方
式
） 

二
．
浜
名
湖
交
通
の
要
所 

④ 

河
岸
跡 

（
棒
標
識
）
） 

三
．
篠
原
教
育
の
原
点 

⑤ 
元
学
校
跡
（
棒
標
識
） 

⑥ 

馬
郡
学
校
跡
（
棒
標
識
） 

四
．
伝
説
的
史
跡 

⑦ 

石
神
様 

（
棒
標
識
） 

⑧ 

比
丘
尼
塚
（
棒
標
識
） 

 

以
上
は
篠
原
自
治
会
連
合
会
の
ご

支
援
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
申

し
添
え
て
お
き
ま
す
。 

平成２４年度主な活動 

★ 山下孝先生講座 

①「お釈迦様の生涯」 

②「東海道の移り変わり」 

★本年のテーマ 

・原点に返って地域の掘り起し 

・地震・津波に関する掘り起し 

★ 主な自由研究 

・幕末維新期の旅日記より 

・家康と浜松城 

・篠原の年表整理 

・井伊氏と日蓮上人 

・戦後の分散授業の実態 

・「南海トラフ」について 

・篠原地区の“山”を探る 

・農地解放について 

★ バス旅行／小旅行 

・久能山東照宮と広重美術館 

・郷土の偉人記念館巡り 

浜風会/入会募集中 

毎月第１,３木曜日 
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①  

⑥ 

弘
安
五 

〃
十
一 

〃 

八 

文
永
元 

弘
長
三 

弘
長
元 

文
応
元 

正
元
元 

正
嘉
元 

〃 

六 
〃 

五 

建
長
四 

仁
治
三 

延
応
元 

天
福
元 

年
号 

一
二
八
二 

一
二
七
四 

一
二
七
一 

一
二
六
四 

一
二
六
三 

一
二
六
一 

一
二
六
〇 

一
二
五
九 

一
二
五
七 

一
二
五
四 

一
二
五
三 

一
二
五
二 

一
二
四
二 

一
二
三
九 

一
二
三
三 

西
暦 

61 53 50 43 42 40 39 38 36 33 32 31 21 18 12 

年
齢 

身
延
山
を
出
て
武
蔵
国
池
上
郷
の
池
上
邸
へ
。
六

人
の
本
弟
子
指
定
。
入
滅
す
。
身
延
へ
埋
葬 

流
罪
を
赦
さ
れ
鎌
倉
へ
。 

甲
斐
の
国
身
延
山
へ
入
る
。
蒙
古
襲
来
。 

雨
乞
い
で
忍
性
と
対
立
逮
捕
さ
れ
る
。
竜
口
の
法

難
に
あ
う
。
佐
渡
に
流
罪
。 

東
条
小
松
原
で
東
条
景
信
ら
に
襲
撃
さ
れ
る
。 

伊
豆
の
流
罪
を
赦
免
さ
れ
る
。 

捕
ら
え
ら
れ
伊
豆
の
伊
東
に
流
罪
。 

「
立
正
安
国
論
」
を
北
条
時
頼
に
上
呈
。
松
葉
谷

の
草
庵
が
夜
襲
さ
れ
る
。 

「
守
護
国
家
論
」
を
著
す
。 

鎌
倉
中
心
に
天
災
地
変
の
災
害
続
く
。 

鎌
倉
松
葉
谷
で
草
庵
を
結
ぶ
。 

清
澄
寺
で
法
華
信
仰
弘
通

ぐ

ず

う

を
開
始
。 

諸
方
を
遊
暦
し
、
再
び
比
叡
山
へ
。 

清
澄
山
に
帰
る
。
比
叡
山
に
登
り
、
南
勝
房
俊
範

に
師
事
す
る
。 

鎌
倉
に
遊
学
。
禅
・
浄
土
を
学
ぶ
。 

近
く
の
清
澄
山
に
登
り
虚
空
蔵
菩
薩
に
「
日
本
第
一
の

智
者
に
な
さ
し
め
給
へ
」
と
立
願 

事 
 

 

跡 

 

前
号
で
、
井
伊
谷
の
井
伊
氏
は
、
名
門
藤
原
氏
よ
り

出
て
お
り
、
平
安
時
代
に
藤
原
共
資
が
遠
江
守か

み

と
し
て 

村
櫛
郷
に
派
遣
さ
れ
た
。
子
ど
も
が
な
い
の
で
、
井
伊

谷
生
ま
れ
の
共
保
を
養
子
と
し
て
育
て
た
。
共
保
は
、

成
長
し
て
井
伊
谷
に
居
を
構
え
、
姓
を
井
伊
と
し
た
。

時
代
は
下
っ
て
戦
国
時
代
と
な
り
、
今
川
氏
の
圧
迫
に

よ
り
危
機
的
状
態
に
あ
っ
た
が
、
２４
代
直
政
は
徳
川

家
康
に
仕
え
井
伊
氏
を
再
興
し
た
。
日
蓮
は
、
そ
の
井

伊
氏
よ
り
出
て
い
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
た
。 

日
蓮
は
、
自
身
の
氏
素
姓
に
つ
い
て
「
安
房
国
東
条 

郷
（
現
千
葉
県
）
の
海
辺
の
旋
陀

せ

ん

だ

羅ら

（
印
度
で
の
最
下 

級
の
種
族
）
の
海
人
の
子
」
と
述
べ
て
い
る
。 

藤
原
鎌
足-

-

冬
嗣--

共
資
―
共
保--

盛
直
― 

良
直
（
七
代
目
を
継
ぐ
） 

俊
直
（
奥
山
の
地
） 

政
直
（
貫
名
の
地
）
―
重
実
―
重
直
―
重
忠
―
日
蓮 

井
伊
氏
六
代
目
盛
直
に
三
人
の
子
が
あ
り
、
長
男
は

七
代
目
を
継
ぎ
、
次
男
は
赤
佐
（
奥
山
）
の
地
を
、
三

男
は
貫
名
の
地
（
現
袋
井
市
）
が
与
え
ら
れ
貫
名
政
直

と
名
乗
る
。
日
蓮
は
こ
の
系
譜
よ
り
出
て
い
る
。
日
蓮

の
父
重
忠
は
、
伊
勢
平
氏
の
乱
に
平
氏
に
加
担
し
た
た

め
、
鎌
倉
幕
府
の
怒
り
に
ふ
れ
、
安
房
国
片
海
に
流
罪

と
な
り
、
政
直
以
来
四
代
続
い
た
住
み
慣
れ
た
地
を
去

っ
た
。 

袋
井
市
史
通
史
編
は
「
貫
名
氏
と
日
蓮
」
と
題
し
て

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
貫
名
氏
は
井
伊
氏
の
出
で
、

井
伊
氏
祖
共
保
か
ら
五
代
の
ち
の
政
直
が
貫
名
四
郎

と
称
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
（
中
略
）
貫
名
郷
は
「
和

名
類
聚
抄
」
（
十
世
紀
）
に
長
下
郡
の
一
つ
と
し
て
見

え
て
お
り
、
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
に
か
け
て
、
こ

の
地
の
名
を
一
族
の
名
字
と
し
た
の
だ
ろ
う
。（
中
略
）」

貫
名
氏
を
有
名
に
し
て
い
る
の
は
日
蓮
と
の
関
係
で

あ
る
。 

日
蓮
宗
の
開
祖
日
蓮
は
、
承
久
の
乱
の
翌
年
貞
応
元

年
（
一
二
二
二
）
に
安
房
国
東
条
郷
（
現
千
葉
県
）
に

生
ま
れ
た
。 

日
蓮
の
略
歴
表 

貫
名
山
妙
日
寺
縁
起
（
袋
井
市
） 

貫
名
氏
の
始
祖
政
直
よ
り
数
え
て
四
代
に
亘わ

た

っ
て

住
ん
だ
館
跡
に
妙
日
寺
が
あ
る
。
日
蓮
の
父
重
忠
は
争

い
に
巻
き
込
ま
れ
、
安
房
の
小
湊
に
流
罪
と
な
っ
た
。

臨
終
に
際
し
我
が
子
重
友
（
日
蓮
の
弟
）
に
遺
骨
は
郷

里
の
貫
名
の
地
に
埋
め
て
と
願
う
。
氏
の
貫
名
を
山
号

に
、
法
号
の
妙
日
を
寺
号
と
し
た
。 

立
正
安
国
論 

日
蓮
は
鎌
倉
の
名
越
に
在
住
し
た

が
、
や
が
て
こ
の
地
を
含
む
東
国
に
地

震
、
大
風
、
大
雨
、
洪
水
、
飢
饉
、
疫

病
等
の
災
害
が
続
い
て
起
こ
っ
た
。
う

ち
続
く
災
害
の
原
因
と
対
策
と
を
宗

教
的
立
場
で
考
え
た
。
そ
の
結
果
「
守

護
国
家
論
」
を
著
し
そ
れ
を
更
に
「
立

正
安
国
論
」
に
凝
縮
さ
れ
た
。
そ
の
根

底
に
は
、
災
害
に
苦
し
む
人
び
と
や
死

者
へ
の
悼
み
と
こ
う
し
た
状
況
に
対

す
る
怒
り
と
が
あ
る
。 

日
蓮
は
う
ち
続
く
原
因
を
「
世よ

皆み
な

正
し
ょ
う

（
正
法

し
ょ
う
ほ
う

）
に
背そ

む

き
悉
く

こ
と
ご
と

悪
（
悪
法
）

に
帰
す
。
故
に
善
人
は
国
を
捨
て
て
相

去
り
、
聖
人
は
所
を
辞
し
て
還
ら
ず
、

こ
れ
を
以
っ
て
魔
来
た
り
、
鬼
来
た
り

て
災
起
こ
り
、
難
起
こ
る
」
と
し
た
。 

日
蓮
に
と
っ
て
正
法
と
は
「
法
華
経
」

の
教
え
、
悪
法
と
は
「
法
然
浄
土
経
」

で
あ
っ
た
。 

 

［
参
考
文
書
］ 

・
遠
江
井
伊
氏
物
語
（
龍
潭
寺
） 

・
袋
井
市
史 

・
日
蓮
宗
（
小
学
館
） 
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文
政
七
年 

  

 
 

申
十
二
月 

 
 
 
   

相 

曽 

長 

八 
篠
原
地
区
の
年
貢
の
記
録
は
、
篠
原
村
鈴
木
七
兵
衛

家
文
書
の
中
に
見
ら
れ
、
篠
原
村
及
び
馬
郡
村
の
状
況

の
一
部
が
窺
え
る
。 

坪
井
村
に
つ
い
て
は
、
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
分
か

ら
な
か
っ
た
が
、
最
近
に
な
っ
て
坪
井
町
の
当
家
よ
り

標
題
の
よ
う
な
綴
り
が
浜
風
会
に
寄
贈
さ
れ
た
。
こ
の

綴
り
は
、
文
政
七
年
か
ら
明
治
十
二
年
（
一
八
二
四
～

一
八
七
九
）
ま
で
の
五
十
六
年
間
に
わ
た
る
貴
重
な
記

録
で
あ
る
。 

綴
り
は
、
21×

15

cm
の
サ
イ
ズ
で
三
十
余
枚
の
小

型
で
、
年
毎
に
一
枚
の
中
に
収
め
ら
れ
、
名
主
名
と
印

が
押
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
朱
で
加
筆
の
個
所
が
二
ヶ

所
あ
り
、
持
高
に
少
し
の
変
動
が
見
ら
れ
る
。 

年
貢
の
納
入
は
金
納
で
あ
り
、
馬
郡
村
と
同
じ
で
あ

る
。
記
さ
れ
て
い
る
項
目
は
天
保
九
年
ま
で
は
三
つ
だ

け
で
あ
る
。
最
初
の
文
政
七
年
で
は 

当
申
御
年
貢 

 
 

 

名
主 

小
平
太 

印 

一 

九
百
十
一
文 
 

本
米 

一 

三
百
十
六
文 

 
 

 
 

門 

一 

九
拾
五
文 

 

高
掛 

〆
壱
貫
三
百
廿
六
文 

 

金
壱
分 

 

前
納
引
き 

差
引
四
百
廿
二
文
返 

右
之
通
当
申
皆
済 

と
、
き
わ
め
て
簡
単
な
記
載
で
あ
る
。 

各
項
目
の
意
味
は 

・
本
米 

 

田
畑
、
屋
敷
か
ら
算
出
さ
れ
る
石
高
に
対 

し
課
税
す
る
も
の
で
、
幕
府
の
収
入
の
根
幹 

と
な
る
も
の 

・
門 

 
 

村
内
の
各
戸
か
ら
集
め
る
金
銭
か
。
篠
原 

村
、
馬
郡
村
に
も
同
様
の
項
目
が
あ
る
。 

・
高
掛 

 

幕
府
領
に
関
わ
る
も
の
で
、
付
加
税
の
一 

つ
。
加
宿
の
村
で
は
伝
馬
宿
入
用
の
分
を
負 

担
し
た
。 

 

天
保
十
年
以
降
に
な
る
と
項
目
が
増
え
、
夫
食

ぶ

じ

き

返
納 

（
幕
府
か
ら
不
作
に
よ
る
食
糧
不
足
に
備
え
て
借
り 

た
金
銭
等
の
返
納
）
と
か
、
切
添

き
り
ぞ
え

（
古
田
畑
の
地
続
き 

を
開
墾
し
た
所
）
、
越

返

お
こ
し
が
え
し

（
荒
地
を
復
旧
し
再
び
持 

高
に
入
れ
る
）
に
課
税
を
す
る
等
の
項
目
が
増
え
て
く

る
。
ま
た
、
村
入
用
と
察
せ
ら
れ
る
も
の
も
い
く
つ
か

挙
げ
ら
れ
て
く
る
。 

 

本
米
が
年
貢
の
主
な
も
の
で
あ
る
が
、
幕
末
に
な

る
と
貫
文
か
ら
朱
、
分
、
両
の
単
位
へ
と
増
大
す
る
。 

 

〈
幕
末
の
相
曽
家
の
例
〉 

 

慶
応
二
年
の
本
米
の
額 

三
両
二
分
四
六
九
文 

（
明
治
二
年
の
本
米
の
額 
五
両 

 

五
八
四
文
） 

 

こ
れ
は
、
貨
幣
改
鋳
な
ど
に
よ
り
イ
ン
フ
レ
が
進

ん
で
き
た
こ
と
に
よ
る
。 

 

明
治
維
新
に
よ
り
、
幕
藩
体
制
か
ら
近
代
国
家
へ

と
歩
み
を
進
め
る
が
、
財
政
上
の
問
題
克
服
に
は
、

な
お
時
間
を
要
し
て
い
る
。 

年
貢
の
納
め
方
は
、
相
曽
家
で
は
明
治
七
年
ま
で
両
、

分
、
朱
、
貫
文
の
額
で
あ
り
、
新
貨
幣
の
円
、
銭
、
厘

は
明
治
八
年
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
表
記
は 

 
 

八
年
亥
貢
租
入
費 

一 

金
八
円
六
厘 

 
 

地
租 

一 

金
壱
円
九
拾
四
銭
三
厘 

 

村
費 

一 

金
七
拾
九
銭
五
厘 

 

門 

一 

金
弐
円
三
拾
六
銭
六
厘 

 

改
正
入
用 

〆 

金
拾
三
円
拾
壱
銭 

 

表
記
の
中
で
、
名
主
の
名
称
は
明
治
五
年
か
ら
は
戸

長
に
、
印
は
同
九
年
よ
り
四
角
の
印
に
変
更
し
て
い
る
。 

 

大
政
奉
還
、
駿
府
藩
、
廃
藩
置
県
、
浜
松
県
、
静
岡

県
へ
と
所
属
が
移
り
、
地
租
改
正
令
も
出
さ
れ
た
激
動

の
世
の
中
で
、
村
内
で
も
対
応
に
苦
労
を
さ
れ
た
と
思

わ
れ
る
が
、
こ
の
綴
り
か
ら
も
状
況
が
想
像
さ
れ
る
貴

重
な
資
料
の
寄
贈
に
深
く
感
謝
を
し
た
い
。 

 

郷土資料室所蔵展示の実物写真 

（篠原小学校内） 
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編集委員 委員長 山下勝彦  

鈴木清 鈴木義雄 鈴木幹久 

鈴木忠 中山清 

発行責任者 山下勝彦 

発行平成２４年７月１日 

連絡先：篠原公民館気付 

東海道舞坂宿の松並木 

江戸時代二代将軍徳川秀忠が慶長九年

（1604）諸街道の改修に際し、一里塚の築造

と共に並木に松や杉などなどを植えさせたこと

が始まりと言われる。 

 舞坂宿の松並木は新町の見付石垣から馬郡村

境までの八町二十三間（914.5m)の街道に松が

植えられた。正徳二年(1712)には大小 1420

本が植えられていた。現在の本数は街道の南側

208 本、北側 152 本の計 360本程度である。 

 管理は当該の宿村（舞坂宿の場合、舞坂宿と

加宿の馬郡村・坪井村）が維持管理を行った。

苗木の準備や補植、枯れ木、枯葉の処理作業な

どがある。しかし並木を勝手に伐採したり補植

することは出来なく、枯葉や枯木の処理などに

至るまで、道中奉行のもと厳重な規制があり、

領主から幕府へ届を出し、道中奉行の許可の上

で処置をした。 

現在のような堤を崩し、両側に歩道を付け舗

装したのは昭和12年（1937）～13年（1938）

の国道付け替えの時である。昭和 47 年に町の

文化財史跡に指定される。 

 
近年は、道路の拡幅や立ち枯れなどにより、

旧道の並木は、失いつつある。現存する有名な

並木には、日光の杉並木、箱根の杉並木、御油

の松並木などがある。 

わが篠原地区でも、昭和初期までは坪井新田

畷、篠原小学校門前付近、篠原の東山から高塚

までの間に大きな松並木があり、東海道らしい

風情があった。 

（参考文書）舞阪町立資料館通信 

            舞阪町史資料編 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

会
員 

鈴
木 

忠 

浜
風
会
の
平
成
二
十
三
年
度
の
活
動
と
し
て
、
戦

後
の
篠
原
村
の
店
の
調
査
と
記
録
が
あ
り
ま
し
た
。

結
果
は
一
月
の
公
民
館
祭
で
展
示
し
ま
し
た
。
「
店

が
こ
ん
な
に
沢
山
あ
っ
た
か
」
「
こ
こ
で
あ
れ
を
買

っ
た
な
あ
」
な
ど
当
時
を
思
い
出
す
会
話
に
花
が
咲

き
ま
し
た
。
記
入
さ
れ
た
店
の
数
は
、
全
部
で
二
二

五
、
内
東
海
道
筋
が
一
四
二
、
舞
阪
駅
前
が
四
六
、

篠
原
線
路
北
が
三
七
で
あ
っ
た
。
現
在
と
の
比
較
す

る
デ
ー
タ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
相
当
多
か
っ
た
こ
と

が
解
り
ま
す
。
店
の
数
が
多
い
の
は
、
八
百
屋
、
魚

屋
、
駄
菓
子
屋
な
ど
毎
日
の
生
活
に
直
接
関
係
し
て

い
る
店
で
す
。
毎
日
の
食
材
の
買
い
物
が
、
歩
い
て

で
き
る
範
囲
に
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。 

篠
原
村
当
時
の
東
海
道
の
景
観
は
ど
う
で
あ
っ
た

ろ
う
か
。
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
が
店
だ
と
思
え
ま
す
。 

夏
の
夕
方
の
魚
屋
の
店
先
に
は
大
き
な
樽
が
あ
り
、
氷

の
中
に
鰹
が
頭
か
ら
突
っ
込
ん
で
あ
る
。
何
人
か
の
客

が
、
大
き
な
皿
を
持
っ
て
話
を
し
な
が
ら
順
番
を
待
っ

て
い
る
。
鰹
の
刺
身
が
う
ま
い
季
節
の
光
景
で
し
た
。 

村
の
中
で
何
で
も
間
に
合
っ
た
の
で
し
ょ
う
、
乾

物
屋
、
肉
屋
、
豆
腐
屋
、
酒
屋
な
ど
が
あ
り
、
食
料

品
以
外
で
は
自
転
車
屋
、
洋
服
・
洋
品
屋
、
床
屋
も

あ
ち
こ
ち
に
あ
り
ま
し
た
。
今
で
は
な
い
店
は
、
せ

ん
べ
い
や
、
篭
屋
、
下
駄
屋
な
ど
で
し
ょ
う
。 

毎
日
の
食
材
や
必
需
品
を
買
う
の
で
す
か
ら
、
東

海
道
で
は
こ
の
人
達
の
姿
が
見
え
、
ま
た
、
店
の
人

が
仕
入
れ
の
た
め
に
自
転
車
で
行
き
来
す
る
姿
も
あ

り
ま
し
た
。 

 

土
地
改
良
以
前
は
、
東
海
道
よ
り
南
に
は
東
西
に
通

る
道
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
の
通
学
道
路
の
登
下

校
の
子
供
た
ち
の
姿
は
、
東
海
道
に
見
ら
れ
ま
し
た
。 

 

当
時
、
先
生
か
ら
は
、
東
海
道
は
交
通
量
が
最
も
多

く
、
三
十
秒
に
一
台
自
動
車
が
通
る
か
ら
気
を
つ
け
な

さ
い
、
と
た
え
ず
言
わ
れ
ま
し
た
。
昭
和
二
十
七
年
の

静
岡
新
聞
に
よ
れ
ば
、
一
日
の
車
馬
の
通
行
は
七
百
台

と
あ
り
ま
し
た
。
交
通
量
は
今
と
は
比
べ
物
に
な
り
ま

せ
ん
が
、
こ
の
東
海
道
を
往
来
す
る
人
や
自
転
車
は
、

今
よ
り
ず
っ
と
多
く
、
い
つ
で
も
人
が
見
え
る
街
道
で

あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。 

篠
原
村
の
東
海
道
の
景
観
を
決
め
る
も
う
一
つ
は
、

細
葉
（
槙
）
囲
い
で
し
ょ
う
。
道
路
は
舗
装
さ
れ
、
ま

た
新
し
い
家
の
構
造
が
変
わ
り
、
生
活
も
変
わ
っ
た
の

だ
ろ
う
。
背
の
高
い
細
葉
は
な
く
な
り
、
低
い
生
垣
や

フ
ェ
ン
ス
に
ほ
と
ん
ど
が
変
わ
っ
た
。
例
を
坪
井
新
田

か
ら
馬
郡
と
の
境
ま
で
の
道
路
の
南
側
で
見
て
み
る

と
、
昭
和
二
十
年
代
に
調
査
さ
れ
た
地
図
に
よ
れ
ば
、

十
九
軒
に
細
葉
囲
い
の
印
が
見
ら
れ
る
が
、
今
で
は
わ

ず
か
三
、
四
軒
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。 

 

篠
原
村
時
代
か
ら
す
で
に
五
十
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

歩
く
時
代
か
ら
簡
単
に
車
を
利
用
す
る
時
代
に
な
り
、

東
海
道
の
景
観
は
人
が
見
え
る
街
道
か
ら
、
自
動
車
の

道
と
な
っ
た
感
じ
も
あ

る
が
、
や
っ
ぱ
り
篠
原

地
区
の
メ
イ
ン
道
路
に

は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。 
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